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はじめに 

幼少時の読書活動は、大人に成長する過程で非常に重 

要な役割をもっています。子供のころから語りや本の読 

み聞かせ、読書で親しんできた「昔ばなし」からは、生 

きることの楽しさばかりではなく、命の大切さ、家族の 

温かみ、社会の厳しさなどを知ることができます。 

本を読むことは、文字やことばを通して「楽しみ」を 

追い求めるとともに、「学び」の大切な機会であったと思います。このように本を

読む楽しさを知ることによって、豊かな情緒と知的好奇心を育み、大人になって

からも自ら読書に親しむことができるようになります。 

平成３０年３月に文部科学省から発表された「子供の読書活動の推進に関する

有識者会議論点まとめ」によれば、「子供は、読書を通じて、読解力や想像力、思

考力、表現力等を養うとともに、多くの知識を得たり、多様な文化を理解したり

することができるようになる。また、文学作品に加え、自然科学・社会科学関係

の書籍や新聞、図鑑等の資料を読み深めることを通じて、自ら学ぶ楽しさや知る

喜びを体得し、更なる探究心や真理を求める態度が培われる。」として子供が読書

を通じて知識だけではなく、探求心や豊かな感性を身に着ける機会であるとして

います。さらに、読書で培われる力を育むために、読書の機会の提供と環境作り

が大切であるとされています。 

 本市では、平成２１年３月に「子ども読書活動推進計画」を、平成２６年４月

に「第二次ふじみ野市子ども読書活動推進計画」を策定し、家庭、地域、学校と

の連携・協力体制で子供たちが読書を楽しむ機会の充実や環境整備に進めてまい

りました。令和２年３月で、これまでの計画が終了いたしますので、その実績と

課題を見直して「第三次ふじみ野市子ども読書活動推進計画」を策定しました。

本計画により、「読書離れ」「活字離れ」を減らし、子供たちの健やかな成長に欠

かせない読書活動を推進してまいります。 

 結びにあたりまして、本計画の策定にあたり、パブリック・コメントなど多く

のご意見をいただいた皆様、ご意見をいただきました図書館協議会の委員の皆様

に御礼申し上げます。 

令和２年３月 

 ふじみ野市長 高畑 博 
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第１部 総 論 

第１章 計画策定の趣旨 

１ 子供の読書活動の意義   

 平成１３年１２月公布・施行の「子どもの読書活動の推進に関する法律」の基本理念に「子

ども（おおむね１８歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、言葉を学び、感性を磨

き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上

で欠くことができないものであることに鑑み、すべての子どもがあらゆる機会と場所におい

て自主的に読書活動が行えるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければなら

ない。」と記されています。 

 読書は、人間にとってもっとも基礎的な活動の一つであり、生涯にわたる学習活動の基盤

となるものです。特に、子供は読書によって、広い世界を知り、発見や感動を体験し、自ら

考える習慣や豊かな感性、思いやりの心などを身につけることができます。様々な本と出会

うことによって、過去から未来に生きるいろいろな人や生き物と出会い、さらには様々な国

や時代の著書とふれあう中で、言葉を学び、人生の生き方を学び、そして読書の楽しさを生

涯にわたって享受できることになります。 

 子供たち一人ひとりの発達段階にあった様々な読書活動が自由にできるように、社会全体

で環境の整備に努めていくことが重要です。 

２ 計画策定の背景 －国・埼玉県の動き－  

現在の日本社会では、超スマート社会（Society5.0）の実現に向け、人工知能（AI）・ビ

ッグデータの活用等の技術革新が急速に進み、市民の働き方やライフスタイルにも大きな変

化がもたらされています。さらに、少子高齢化の進行による人口構造・家族の形態の変化、

産業構造の変化と貧困問題などにより、人々の意識も大きく変わってきました。 

文部科学省は、「子供の読書活動推進に関する有識者会議 論点まとめ」（平成３０年３月）

にて、スマートフォンなどの情報通信機器やインターネットなどのデジタル情報メディアの

急速な普及により、子供たちが情報通信技術（ICT）を利用する時間は増加傾向にあり、多
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様な情報に触れることが容易になったとする一方で、子供たち（小中学生・高校生）の不読

率（１か月に一冊も本を読まない子供の割合）が平成２４年度と平成２９年度を比較して改

善されていないことも指摘しています。 

子供たちの読書活動を推進するために、これまで国・埼玉県は次のような取り組みを展開

してきました。

国の動向  

・平成１３年１２月 「子どもの読書活動の推進に関する法律」公布・施行 

          「子ども読書の日」（４月２３日）の制定 

子供の読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するとともに、読書を

通して子供の健やかな成長に資することを目的とする。 

・平成１４年８月 「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」策定 

・平成１７年７月 「文字･活字文化振興法」公布・施行 

  国民が本や新聞など活字に親しみやすい環境をつくることを趣旨とし、１０月２７日

を「文字・活字文化の日」と定める。 

・平成２０年３月 第二次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」策定 

・平成２５年５月 第三次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」策定 

・平成３０年４月 第四次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」策定 

・令和元年６月 「読書バリアフリー法」公布・施行 

 埼玉県の動向 

 ・平成１６年３月 「埼玉県子ども読書活動推進計画」策定 

 ・平成２０年３月 第二次「埼玉県子ども読書活動推進計画」策定 

    家庭・地域・学校が一体となった様々な取り組みの推進によって、県内の子供の読書

活動が一層活発化するよう読書活動の推進に関する総合的かつ、体系的施策を示す。 

・平成２６年７月 「埼玉県子供読書活動推進計画」（第三次）策定 

・平成３１年３月 「埼玉県子供読書活動推進計画」（第四次）策定 

３ 本計画の位置付け 

本市では、子供の読書活動の推進、図書館の児童・青少年対象のサービス向上を図るため、
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国や埼玉県の施策・計画と整合しながら様々な計画的な取り組みを進めてきました。 

本市の施策の方向性を提示した「ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030」（平成３０年

３月策定）では、子供読書活動を推進する図書館を含む社会教育施設については、市民の学

習ニーズや地域の課題に応じた多様な学習機会の充実に努めるものとされています。 

「第２期ふじみ野市教育振興基本計画」では、小中学校における児童生徒の読書環境の整

備をするために市図書館全体のＩＣＴ化の推進と市立図書館とのネットワークを構築し図

書資料の有効活用と資料援助を進めることを掲げています。 

 また、本市の子育て支援を方向付ける「第２期ふじみ野市子ども・子育て支援事業計画」

では、①子育てにおける不安の解消や情報交換のために、ブックスタート事業を行うこと、

②中学生・高校生の居場所づくりの充実、③地域における子育て支援体制の確立として読み

聞かせ講座の開催、④多様な育児支援のために図書の充実や司書・ボランティアによる読み

聞かせ・おはなし会などによる子供の読書活動を推進することが施策としてあげられ、子供

読書活動の推進が子育てを進める上で重要な役割を有していることが示されています。 

これまでに本市では子供の読書活動計画を策定してきました。平成２１年３月に「ふじみ

野市子ども読書活動推進計画」、平成２６年３月に「第二次ふじみ野市子ども読書活動推進

計画」（以下「第二次計画」という）を策定し、様々な取り組みを推進してきました。 

図書館は「施設」「収集された資料」「人」から成り立っていますが、とりわけ「人」が大

きな要素となります。図書館司書と市民ボランティアが協働で様々な事業を行い、その成果

として、平成２２年度の埼玉教育ふれあい賞、平成２３年度には子供の読書活動優秀実践図

書館に選ばれ、文部科学大臣表彰を受けました。また平成３０年度には「図書館の年間貸出

冊数(１２歳以下の子供１人あたり)」が計画の数値目標として設定していた２５冊を上回る

２６．４冊という成果をあげることができました。 

「第三次ふじみ野市子ども読書活動推進計画」（以下「本計画」という）においては、令

和２年度からの上福岡図書館・大井図書館・上福岡西公民館図書室を一括して指定管理者に

よる運営に移行することを踏まえて策定します。計画の基本的な考え方は第二次計画を踏襲

し、「子どもの読書活動の推進に関する法律」の基本理念に則り、これまでの取り組みの成

果や課題を検証した上で、本市における子供の読書活動推進にあたっての基本方針を示し、

さらなる推進と課題解決に努めます。 
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４ 計画の期間 

 本計画は令和２年度から令和４年度までの３年間とします。社会情勢の変化に応じて計画

の見直しを行っていきます。

５ 計画の構成 

総論・・・・・ふじみ野市の子供の読書活動に対する考え方を示す 

 各論・・・・・子供の読書活動を推進するための具体的な方策を示す 

 体系・・・・・施策を総合的に推進するための体系等を示す 

６ 基本方針  

本計画でいう読書とは、本や電子書籍1を読んだり、人から読み聞かせてもらう行為をい

います。マンガは本に含みませんが、雑誌、新聞、学習参考書、学習マンガ、録音図書2は本

に含むものとします。 

（１）家庭・地域・学校における子供が読書に親しむ機会の提供と充実 

 子供の自主的な読書活動を推進するためには、まず、家庭・地域・学校のそれぞれが果た

すべき役割を認識し、大人自身が読書の意義を理解して、家庭や学校で積極的に読書をする

姿勢を示すことが必要です。 

 家庭・地域・学校においては、子供が自ら読書する態度を養い、生涯にわたる読書習慣を

身につけることができるよう、市は子供の発達段階に応じた読書体験を深める機会の提供と

充実を図るよう努めます。 

1
 電子書籍 

書籍をデジタルデータ化したものです。パソコンや携帯用電子機器、携帯電話、スマートフォンで読む

ことができます。電子ブック、デジタルブックとも言われています。 

2
 録音図書 

視覚などに障がいがあり読書が困難な人向けに書籍を音訳、映像化して記録したものです。記録媒体と

してカセットテープ、コンパクトディスク、電子ファイルがあります。
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（２）子供の読書活動を推進するための環境の整備・充実 

 子供に読書習慣を身につけさせるためには、乳幼児から本に接する環境を整え、発達段階

に応じて子供が本に興味を持てるようにしていかなければなりません。 

 このために図書館や学校図書館が果たす役割が大きく、それぞれが機能を十分発揮するた

めに図書資料の整備や設備の充実を図ります。 

（３）子供の読書活動に関する啓発・広報の推進 

 子供を取り巻く大人を含めて読書活動を推進するため、保護者・図書館司書・教員・保育

士等がそれぞれの立場で、子供の読書活動に理解と関心を持つことが、子供の自主的な読書

態度や読書習慣を身につけさせる上で大切なことになります。  

 このような観点から、市は各種研修会など親をはじめとする大人が集まる機会を利用して

読書活動の意義や重要性について理解と関心を深めるよう、読書活動啓発のためのパンフレ

ットの配布や優良な図書の紹介など啓発・広報を推進します。 

（４）子供が読書に親しむための支援体制の整備 

 子供の読書活動を総合的に推進するためには、支援体制を整備する必要があります。 

地域協働学校3の一環として図書館と学校図書館・地域文庫（江川文庫・こばと文庫・たけの

こ文庫・つつじ文庫）・移動図書館の連携とネットワーク構築が求められています。支援体

制の整備にあたっては、図書館・学校・教育委員会・市関係課・地域ボランティアが連携し

て図書館協議会に諮りながら、具体的な方策について検討を行います。 

3
地域協働学校  

ふじみ野市版コミュニティスクールの名称です。学校を核として、ひとづくりとまちづくりの好循環を生み

出すため、学校 家庭 地域が連携 協働する仕組みです。
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７ 施策体系 

基本方針 Ⅰ 家庭・地域・学校における子供が読書に親しむ機会の提供と充実

推進の柱 主な施策

１ 家庭における 

推進

ブックスタート事業の継続   

絵本の読み聞かせの機会の充実 

読書相談の実施 

家読の普及 

２ 地域における 

推進 

(１)図書館における推進
集会行事、学級、学校への職員の派遣 

ボランティアと連携しての事業展開の実施 

おはなし会等の児童サービスの充実 

育児アドバイザーの活用 

託児サービス・赤ちゃんタイムの実施 

(２)地域文庫における推進
図書情報の提供 

文庫間の連絡調整及び文庫のつどいの援助 

技術向上のための講座の開催 

(３)子育て支援センター・ 

児童センター・公民館・

その他施設における読

書活動の推進    

読書に親しむ機会の情報ＰＲ 

絵本を通した親子のふれ合いの充実 

子育て支援者向けの研修の実施 

３ 学校等におけ 

る推進 

(１)保育所（園）や幼稚園 

における推進  

図書館職員、ボランティアの協力による読
み聞かせの充実 

保護者への児童図書の紹介と提供 

行事への図書館職員の派遣 

保護者への読書に関する啓発 

(２)小・中学校における推 

  進 

授業等における読書活動の充実 

保護者やボランティアによる読み聞かせの
充実 

「子ども司書講座」の実施 
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小学校 学校図書館支援員の活用 

中学校 学校図書活用促進員の活用 

団体貸出の活用 

図書館システムネットワークの導入 

調べる学習コンクールの継続 

４ 図書館・地

域・学校等の

連携、協力 

移動図書館の巡回 

図書館司書やボランティアの講師派遣 

団体貸出の充実 

高等学校・大学との連携、協力の実現 

地域協働学校事業との連携 

基本方針 Ⅱ 子供の読書活動を推進するための環境の整備・充実 

推進の柱 主な施策

１ 図書館の整

備・充実

(１)図書資料の整備・充実
読書環境づくりの充実 

図書資料の計画的な整備 

絵本等の団体貸出の実施 

テーマ展示の充実 

人権関連図書の展示開催 

戦争平和関係図書の展示開催 

地域資料、郷土資料の網羅的収集及び整備充
実 

(２)設備等の整備・充実
利用しやすい授乳室の整備 

児童コーナー・ティーンエイジコーナーの充
実  

(３)図書館職員の充実
司書の専門的な知識・技術の向上 

モニタリングによるスタッフの資質向上 

(４)図書館利用に障がいの 

ある子供のための諸条 

件の整備・充実 

さわる絵本、布絵本等資料の充実 

利用しやすい施設の改善 

日本語以外の言語の図書の充実 
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２ 学校図書館の

整備・充実

(１)図書資料の整備・充実
「学校図書館図書標準」に基づく整備･充実 

(２)設備等の整備・充実
各学校の図書館環境の改善 

学校図書館としての教室拡充の検討 

小学校パソコンによる図書貸出し 

中学校パソコンの活用 

図書資料の一元管理 

(３)司書教諭等図書館担当 

職員の配置の推進 
司書教諭等図書館担当職員を中心とした校
内組織の活性化 

(４)障がいのある子供のた 

めの諸条件の整備・充 

実

個々の子供に適した資料と施設 

基本方針 Ⅲ 子供の読書活動に関する啓発・広報の推進 

推進の柱 主な施策 

１ 「子ども読書

の日」を中心

とした啓発・

広報 

図書館や学校での「子ども読書の日」等を中
心とした取り組みの推進 

市広報・ホームページでの啓発 

２ 優良な図書の 

普及  

地域、学校等への推薦図書リストの配布や新
着本の紹介 

基本方針 Ⅳ 子供が読書に親しむための支援体制の整備

推進の柱 主な施策

ｂ子供が読書に親しむための支援体制の整備

図書館と学校図書館とのネットワーク連携 

市・指定管理者と図書館協議会の連携によ
る計画の進捗管理 
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第２章 前計画における取り組み状況 

第二次計画においては、次の４つの基本方針を定め、各関係機関において市民との連携

を進めながら、読書の楽しさを伝えるための環境づくりや情報提供に向けた取り組みを行

ってきました。 

１ 家庭・地域・学校における子供が読書に親しむ機会の提供と充実 

２ 子供の読書活動を推進するための環境の整備・充実 

３ 子供の読書活動に関する啓発・広報の推進 

４ 子供が読書に親しむための支援体制の整備 

１ 家庭・地域・学校における子供が読書に親しむ機会の提供と充実 

（１）家庭における推進 

図書館では、保健センターで行っている１０か月児相談の際のブックスタート4事業を継

続して実施し、子供の年齢に合った絵本の紹介と読み聞かせを行い、絵本を１冊プレゼン

トしました。また、図書館で作成した親子で楽しめる絵本のリストと図書館案内を手渡し

ながら読書相談も行っています。子育て世帯が気軽に本に親しむ場所である図書館のおは

なし会の紹介や、地域文庫についても案内することができました。１０か月児相談時に行

う事業のため、ほぼ確実に情報提供ができており、乳幼児から絵本に接することのできる

機会を与えています。（平成３０年度８３９人に配布） 

（２）地域における推進 

 図書館では、おはなし会をはじめ、子供向けえいが会、夏休みの特別事業、児童向けの

4
 ブックスタート 

赤ちゃんと保護者がゆっくり向き合い、心ふれあうひとときを持つきっかけをつくるなど、読書活動へ

のスタートとして市区町村の事業として行われています。図書館、保健センター、ボランティアの人達

が協力して、乳幼児健診時などに絵本の読み聞かせや絵本の紹介、また絵本リストの提供をしていま

す。
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テーマ展示などを定期的に開催しており、図書館への誘い、定着、利用につながっていま

す。（上福岡図書館 毎週水・金曜日おはなし会 月１回日曜日 平成３０年度９９回

４，２８４人参加、大井図書館 毎週火・木曜日おはなし会 平成３０年度８２回１，１

５３人参加）大井図書館では第２土曜日と第４木曜日のおはなし会はボランティア団体と

の協働で開催しています。また、読み聞かせボランティア講座の開催、職員の絵本の選び

方などの出前講座も行い、地域の読み聞かせ活動の支援を行っています。 

 市内４か所にある地域文庫は、地域の身近な図書館として月２回～４回、公民館分館で

開館しています。（平成３０年度３，４３１人 ８，０００冊貸出） 

子育て支援センターでは、おはなし会の他に子育て相談の中で読書相談を行っていま

す。（平成３０年度絵本講座４回、おはなし会４０回、年齢別事業１５２回、読書相談１

５件） 

（３）学校等における推進  

 市内の保育所（園）・幼稚園ではそれぞれ読み聞かせを行っており、学校では、朝読

（朝読書）、保護者・地域のボランティアによる読み聞かせの実施、学校図書館支援員に

よる読み聞かせや調べものの相談などが定期的に行われています。 

図書館ではこれらの施設への支援として、読み聞かせ講座、読書相談、調べ学習、団体

貸出、集団での読み聞かせに向いた絵本のリストの作成、出張おはなし会などを行ってい

ます。また、移動図書館5の巡回を６校で実施しています。 

２ 子供の読書活動を推進するための環境の整備・充実 

図書館の児童書の蔵書数は平成２５年度１３４，２２４冊、平成３０年度１４２，４８

８冊、貸出冊数は平成２５年度２９０，３５１冊、平成３０年度は３４３，５５９冊とな

りました。蔵書冊数があまり増えていない中での貸出冊数の増加は、おはなし会やえいが

5
 移動図書館 

図書館を利用しにくい地域に本を車に積み巡回してサービスを提供する図書館のこと。駒西小・元福

小・西原小・さぎの森小・東台小・三角小の各小学校にボランティアと図書館職員が出向いて図書資料

の貸出しサービスを行うものです。
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会の実施回数の増加や図書館職員による読書相談、講座の開催などの事業が定期的に行わ

れてきた結果と考えられます。 

また、小学校図書館のＩＣＴ化事業6として平成２８年度に図書館支援員を３校に配置

後、２９年度は小学校全１３校に学校図書館支援員7が配置され、併せてパソコンが各校に

１台設置されました。このことで学校図書館の環境整備と資料のデータ化が進みました。

令和２年１月には図書館のコンピューターシステム更新時に小・中学校用パソコンを学校

図書館に各１台設置しました。これにより市立図書館と小学校図書館の蔵書が一元管理で

きるようになりました。 

３ 子供の読書活動に関する啓発・広報の推進 

 図書館では、「子ども読書の日」（４月２３日）について市報やＦメールで情報を発信

しました。また、テーマ展示、優良な図書の普及として児童向けおすすめ本のリスト作成

などを行いました。テーマごとに資料をリスト化して図書館のホームページから利用出来

るようにしました。 

４ 子供が読書に親しむための支援体制の整備

既存組織を活用した子供の読書活動支援ネットワークは、取り組みには至りませんでし

た。子供の読書環境を整備するためには、既存の連携の取り組みに加えて、地域協働学校

の一環として図書館と学校図書館・地域文庫・移動図書館が連動する取り組みが有効であ

ると考えます。市立図書館と学校図書館のネットワークを構築し、図書館協議会に諮りな

がら図書資料の有効活用のために、資料援助をどう進めていくかなど、支援体制整備の新

たな方策を検討する必要があります。 

6 ＩＣＴ化事業 

ICT は「Information and Communication Technology」の略で、情報通信技術を活用したコミュニケー

ションを意味します。

7
 学校図書館支援員  

ふじみ野市立図書館を運営する指定管理業者の自主事業として設置されている小学校図書館担当スタッ

フです。児童への読書サービスの提供読書活動に関する知識、意識を高く持ち、学校図書館の図書の整

理や環境づくりをしています。 
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第２部 各 論   

第３章 家庭・地域・学校における子供が読書に親しむ機会の提供と充実 

１ 家庭における推進 

【取り組みと課題】 

本市では１０か月児相談時に実施しているブックスタート事業や、子育て支援センターで

「絵本講座」を実施しています。 

子供が読書習慣を身につけるためには、乳幼児から本に接することのできる機会をつくる

ことが必要不可欠なことであり、親子が読書の喜びを共有し、ともに成長していくことは非

常に大切なことです。   

また、子供の発達段階に応じて興味を持ち、感動する本を提供していくことは、子供の知

的探究心の育成につながる大きな力となります。 

子育て支援関係機関と連携し、図書館を気軽に利用してもらうためのＰＲをしていくとと

もに、図書館を利用していない家庭への啓発が必要です。 

【施策の方向】  

子供が読書習慣を身に付けるためには、乳幼児期から読書に親しむ機会づくりを様々な形

で提供していくことが重要です。 

読書に親しむ機会拡充のために保護者等への手遊び指導を交えた読書講座等を開催するな

どの支援活動を進めます。また、家読8の普及にも努めていきます。 

8
 家読（うちどく） 

家族で読書の楽しさを共有すること。家庭で読み聞かせをしたり同じ本を読んだり、読んだ感想を話し

合ったりして本を通して家族とふれあうことです。 
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【具体的な事務事業】  

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

１ ブックスタートの実施
【継続】 

ブックスタート事業を継続し、充実に努めます。 社会教育課（図書館） 
保健センター 

２ 保護者の読み聞かせ促
進のための講座 
【継続】 

保護者が行う絵本の読み聞かせの機会を充実し、積極的に
取り組んでいけるよう、保護者向けの読み聞かせやわらべ
歌、手遊び等の講座を実施します。 

子育て支援課（子育て
支援センター）（児童セ
ンター） 

３ 赤ちゃん向け絵本の貸
出しと読書案内 
【継続】 

赤ちゃん向け絵本コーナーを充実し、読書案内を配布しま
す。 

社会教育課（図書館） 

４ 育児相談と読書相談 
【継続】 

子育て支援センターは育児相談や子育て学級での読書相
談を実施します。 

子育て支援課（子育て
支援センター） 

５ 家読の普及 
【新規】 

家族で読書の楽しさを共有できるように良書を図書館だ
よりやテーマ展示などで紹介し、家庭での読書活動のため
の普及をします。 

社会教育課（図書館） 

６ 読書手帳の配布 

【新規】 

読書手帳を配布し子供たちの読書意欲を高めます。 社会教育課（図書館） 

２ 地域における推進 

（１）図書館における推進 

 【取り組みと課題】 

 図書館では、「おはなし会」等の事業のほか各種研修会や掲示物、配布物を通して子供の

読書活動の大切さについて理解と関心を深めてもらうとともに、優良図書の紹介・普及・

行事等を行っています。また、指定管理者による自主事業として育児相談や託児サービス

を行う子育て支援サービスも現在では定着を見せています。 

子供の読書活動を総合的に推進するために、図書館・家庭・地域・学校・図書館ボラン

ティア・公民館・児童センター・子育て支援センター・保健センターなどの関連機関とそ

れぞれ相互に連携・協力しあい、全体で取り組むことが重要になっています。それぞれの

担うべき役割を認識し、子供が読書に親しむ機会の充実を図るために、図書館は各施設に

おいて団体貸出をすすめていくことが必要です。各施設における読書への取り組みについ

ての調査では、読み聞かせ・イベント・図書館見学等工夫をこらした様々な活動が行われ

ていることがわかりました。 

【施策の方向】 

図書館では、公民館・児童センター・子育て支援センターなどと連携して､各機関の特色
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を活かしながら子供の地域での「居場所づくり」や読み聞かせや語りの「おはなし会」「ブ

ックトーク（本の紹介）」など、子供と本を結ぶための様々な活動を積極的に進めていきま

す。 

【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

７ 司書の派遣 
【継続】 

保育所（園）や学校行事へ図書館司書や図書館ボランティ
アを講師として派遣し連携を深めます。 

社会教育課（図書館）
（大井中央公民館） 
（上福岡公民館）（上福
岡西公民館） 
子育て支援課（子育て
支援センター）（児童セ
ンター） 
保育課 
保健センター 

８ 購入、展示の実施 
【継続】 

季節や話題性などに関心を持ち、子供たちの興味を引くよ
うに、図書資料の購入や展示などを実施します。 

社会教育課（図書館） 

９ イベント開催 
【継続】 

図書館ボランティアと連携し、夏休みや休日などに、子供
と本を結ぶためのイベントの開催や、図書館まつりを行な
うなど本へ興味を持てる事業展開を実施します。 

社会教育課（図書館）
（大井中央公民館） 
（上福岡公民館）（上福
岡西公民館） 
子育て支援課（子育て
支援センター）（児童セ
ンター） 

１０ おはなし会の実施 
【継続】 

年齢に応じた読み聞かせや語りの「おはなし会」を開催し
ます。 

社会教育課（図書館） 

１１ 学校訪問 
【継続】 

学校訪問や学校招待を実施します。 社会教育課（図書館） 
学校教育課 

１２ 図書館育児アドバイザ
ー9の活用 
【新規】 

図書館利用者に育児や子供の本について子育てサポート
を実施します。 

社会教育課（図書館） 

１３ 赤ちゃんタイム・託児サ
ービス 
【新規】 

図書館育児アドバイザーが乳幼児を連れた利用者向けに
子育てサポートを実施します。 

社会教育課（図書館） 

9
 図書館育児アドバイザー 

図書館で子育て相談や育児に関する本・絵本の案内などを行い、子育てサポートをする保育士や幼稚園教諭

の資格を持つスタッフのことです。 



15 

放課後子ども教室≪読み聞かせボランティアのおはなし会≫ 

（２）地域文庫における推進 

【取り組みと課題】 

地域文庫は、子供たちが気軽に利用できる図書館として、地域の図書館ボランティアによ

り、江川文庫（江川分館）、こばと文庫（鶴ケ岡分館）、たけのこ文庫（緑ケ丘分館）、つつ

じ文庫（大井分館）の合計４館の公民館分館で運営されています。いずれの地域文庫も、子

供を主な対象とし、図書の貸出しのみならず、絵本の読み聞かせ、紙芝居、折り紙、お楽し

み会、子育ての相談や地域についての紹介などフレキシブルなサービスを実施しています。 

 現代の少子化や子供の読書活動が低下している中で、乳幼児を持つ親の利用が減少してい

る地域文庫もありますが、年間３，０００人を超える利用があります。子供の身近な図書館

として、４０年以上活動を続けているボランティアが中心となって、子供の読書活動の推進

に大きな役割を担っています。貴重な人材であるボランティアとの継続的な活動が続くよう

支援と育成、新刊図書の提供などが地域文庫の発展には欠かせません。 

【施策の方向】 

 図書館としてより多くの新刊図書をはじめとした資料の提供を行い、地域文庫が行う行事

の支援を行います。また、地域の交流の場としての役割も考えながら、ボランティアの育成、

読み聞かせの技術の向上のための研修会、講座などを開催します。施設的に老朽化した文庫

の再配置については、学校施設の活用も含めて今後検討を進めます。 
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【具体的な事務事業】

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

１４ 活動拠点の確保 
【継続】 

地域文庫の活動場所である公民館分館での利用を支援し
ます。 

社会教育課（図書館） 

１５ 図書出版情報の提供 
【継続】 

地域文庫に新刊図書情報や基本的な図書の情報などを提
供します。 

社会教育課（図書館） 

１６ 蔵書管理 
【新規】 

地域文庫の図書購入や廃棄についてボランティアを支援
します。 

社会教育課（図書館） 

１７ 連絡調整 
【継続】 

地域文庫間の交流を深め、経験を蓄積できるように、文庫
長会議や文庫の集いを実施します。 

社会教育課（図書館） 

１８ サービスステーション
【新規】 

図書館全域サービスの拠点として地域文庫が運営できる
よう検討します。  

社会教育課（図書館） 

１９ 講座開催 
【継続】 

読み聞かせの養成講座やお楽しみ会などの技術を向上さ
せるための講座を開催します。 

社会教育課（図書館） 

図書館≪ぶんこのつどい 人形劇≫ 
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（３）子育て支援センター・児童センター・公民館・その他施設における読書活動の推進 

【取り組みと課題】 

 子育て支援センターでは、各種事業やボランティアの子育てサポーターによる「おはなし

会」事業で絵本や紙芝居を楽しみ、絵本の紹介を行っています。 

 子供の成長、発達に応じた絵本等の紹介とあわせて、大人も絵本の良さが体験できるよう

に配慮しています。親子が喜びを共有でき、家庭において積極的に読書する習慣を身につけ

るきっかけにしています。また、図書館司書の講師による「絵本講座」を行っています。絵

本等についての知識をはじめ、図書館のサービスを身近に利用できることがわかる大切な機

会となっています。 

東児童センター及び西児童センターには図書室があり、多くの児童に親しまれています。

幼児対象事業として手袋シアターやパネルシアター、読み聞かせ、絵本の紹介、手遊び、大

型紙芝居などを実施し、情操を豊かにする取り組みをしています。また、児童には埼玉郷土

かるた遊びなどを通じて、文字に親しむ機会を提供しています。 

各施設での個々の取り組みを支援するため、図書館からの本の団体貸出や、本の紹介など現

状の取り組みを施設と協力して進めていく必要があります。 

【施策の方向】 

 絵本を介して乳幼児と親のつながりを深め、心豊かな子育てができるきっかけになるよう、

読み聞かせの大切さを普及・啓発する事業を推進します｡ 

 他機関と連携して読書に親しむ機会を提供し、乳幼児期から絵本を通して親子で感動の共

有体験ができる支援活動を進めます。 

【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

２０ 読書に関する事業のＰ

Ｒ 

【継続】 

絵本の楽しさを知ってもらうために、読書に親しむ機会の

情報をＰＲしていきます｡ 

子育て支援課（子育て
支援センター）（児童セ
ンター） 
社会教育課（図書館）
（上福岡公民館）（上福
岡西公民館） 

２１ 読み聞かせ機会のプロ

グラム化 

家庭における絵本を通した親子のふれ合いが充実するよ

うに、絵本の読み聞かせの機会を事業に体系立てて反映さ

子育て支援課（子育て
支援センター）（児童セ
ンター） 
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【継続】 せます。 

２２ 研修の実施 

【継続】 

図書館と連携して講座を実施します。 子育て支援課（子育て
支援センター） 
社会教育課（図書館） 

２３ 図書館情報のＰＲ 

【継続】 

利用者に図書館の情報を積極的に提供します。また、子育

てサークルにも情報を提供し、支援を充実します。 

子育て支援課（子育て
支援センター）（児童セ
ンター） 
社会教育課（図書館）
（大井中央公民館）（上
福岡公民館）（上福岡西
公民館） 

２４ 団体貸出の実施 

【継続】 

図書館は、各機関が団体貸出等を利用できるよう、案内の

配布や配送の実施に努めます。 

社会教育課（図書館） 
子育て支援課（子育て
支援センター）（児童セ
ンター） 

２５ 保育の充実  

【継続】 

保育ボランティアに読み聞かせの研修の情報提供を行い

ます。 

社会教育課（図書館） 

３ 学校等における推進 

（１）保育所（園）や幼稚園における推進 

【取り組みと課題】  

保育所（園）や幼稚園に通っている子供たちは、日中の時間のほとんどを施設内で過ごし

ます。そこで生活を共にしている友達とともに、普段から慣れ親しんでいる保育士や幼稚園

教諭に本を読んでもらうことは、子供たちにとって家庭で読んでもらうのとは違った感動の

共有体験につながっています。また、この時期には一人読みができる子もいますが、まだま

だ一冊の物語をじっくり味わって読むことは難しいので、しっかりとした物語性のある本を

保育士や幼稚園教諭に読んでもらうことが、潜在的な読書能力を育てる上でとても重要です。 

市内の保育所（園）・幼稚園ではそれぞれ読み聞かせを行っていますが、各施設によりそ

の状況は様々です。各施設のレベルアップに向けて、読み聞かせ技術の研修が求められてい

るため、図書館が作成した「読み聞かせにおすすめの本リスト」を配布しました。今後は、

新設の保育施設へ図書館の案内とともに連携を密にすることが課題です。 

【施策の方向】  

すべての保育所（園）、幼稚園の子供が一定水準の良書に触れられる機会を充実させ、今

後の読書習慣につながるものとしていく必要があります。 
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【具体的な事務事業】

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

２６ 司書やボランティアに

よる読み聞かせ 

【継続】 

図書館司書及びボランティアによる、読み聞かせを実施し

ます｡ 

社会教育課（図書館） 
保育課 

２７ 保育士や幼稚園教諭に

よる読み聞かせ 

【継続】 

絵本の読み聞かせを充実して友達や先生と感動を共有し

ます。また、いろいろな生き物と出会い、発見や感動した

り、言葉あそびを楽しみ表現力や想像力を養い、感性を磨

き創造力を豊かにしたりします。 

社会教育課（図書館） 
保育課 

２８ 保護者への取り組み 

【継続】 

家庭において絵本を通した親子のふれあいが充実するよ

うに、保護者対象に絵本等を紹介し、貸出しします。 

社会教育課（図書館） 
保育課 

２９ 図書館との連携 

【継続】 

図書館と連携して講座を実施し、行事に図書館司書を派遣

要請します。 

社会教育課（図書館） 
保育課 

３０ 保護者への情報提供 

【継続】 

保育所（園）が図書館から情報を受け、保護者に積極的に

情報提供します。 

社会教育課（図書館） 
保育課 

（２）小・中学校における推進 

【取り組みと課題】 

 生活習慣、生活環境の多様化や電子通信機器の普及により、子供たちの読書に対する関心

も変化しています。第二次計画において、学校では、学年が高くなるにつれ読書量が減少す

る傾向があることを指摘しました。その後の動向を小学生（平成２９年度）及び中学生（平

成３０年度）のアンケート結果を概観すれば、１年間で１冊も本を読まない回答は小学２年

生で３．１％、４年生で３．７％、６年生で２．９％、中学２年生で３．４％となっており、

必ずしも大きく差異はないように見えますが、６冊以上借りて活発に読書活動をしている児 
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童・生徒の割合は、小学校２年生で７７．

３％、４年生で６０．７％、６年生で５４．

７％、中学２年生で４４．３％になり、学

年・年齢が上がるにつれて全体として読書

量の減少がやはり確認されます。このよう

な現状の中で、引き続き児童・生徒が読書

に親しむ機会を充実させることはとても

大切なことです。 

一方、中学生になると、インターネットにつながるスマートフォン・パソコン・タブレッ

トなどの使用時間１日１時間以上という回答が９３．２％になるなど、個人の興味も多様化

してくるため一律の読書指導は難しいのが現状です。また、中学生の関心は、スマートフォ

ンによる友人とのコミュニケーションや受験のための学習に向かい、社会の変化や、自分の

将来の生き方、世界の中での自身の在り方について深く考えるような機会が少なくなり本離

れになる傾向が見られます。中学生アンケートによれば、「いつ本を読みますか」という設

問（複数回答可）に対して「朝読の時間」の回答が最も多く、３３．８％の生徒が「朝読の

時間」のみとする回答でした。 

近年、「読み聞かせ」活動が盛んになり、市内のほとんどの小学校で保護者や地域ボラン

ティア、学校図書館支援員等による読み聞かせが活発に行われています。図書館では、これ

からも子供たちに伝えていきたい、長く読み継がれてきた本を集めたリストの作成と併せて、

読み聞かせコーナーを設置しています。 

また、大井図書館では新たに学習支援として市内小学校で使用している国語の教科書に掲

載されている本を集めた「学習支援コーナー」を設置し教科書展示もしています。上福岡図

書館では障がいについて理解を広げるための本を集めた「りんごの棚10のコーナー」をつく

10
りんごの棚  

点訳絵本やさわる絵本など、バリアフリーな資料を集めたコーナーです。スウェーデンの公共図書館で

子供はみな本を必要としており、読書の喜びを体験する権利があるという考えのもと始まりました。 

言語障がいのある子供のためにつくられた、りんごのおもちゃが由来です。

60
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り、児童向けの大活字本、点字付き絵本、布絵本、LL ブック11などを展示しました。

ティーンエイジコーナーについても大井図書館では学習支援として中学校国語の教科書

に掲載されている本を書架に並べています。これらの特別展示の本は図書館ホームページで

いつでも確認できるようリストにして紹介しています。令和２年１月には図書館のコンピュ

ーターシステム更新時に小・中学校用パソコンを学校図書館に各校に１台設置しました。こ

れにより市立図書館と小学校図書館の蔵書が一元管理できるようになり、図書館システムの

ネットワーク化が進みました。小学校では、学校図書館支援員が図書館業務用のパソコンで

本の予約などが容易にできるようになり、団体貸出などの読書活動につなげることができる

ようになりました。中学校では学校図書活用促進員のもと生徒が自主的にパソコンを操作し

て、図書の検索ができる環境を整えました。 

このような現状の中で、中学生への読書活動を充実させ、自立への一歩を自分自身で考え

られるように導く必要があります。そのためには、中学校図書館を担当する学校図書活用促

進員との連携が重要です。 

【施策の方向】 

小中学校時代は本来、最も本に親しめる大切なときです。この時期に培われた読書習慣は

生涯にわたって影響を及ぼすと言っても過言ではありません。そのためには子供たちの身近

なところに、いつでも、好きなときに、読書を楽しむことのできる場所の整備を行い、本に

ふれる様々な機会が得られるよう、学校図書館など読書環境の整備と読書の良さを理解させ

る人材の配置がこのようなことから、求められます。小中学校において教員の司書教諭資格

の取得を促進します。 

【具体的な事務事業】    

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

３１ 授業における読書活動

の充実 

【継続】 

新学習指導要領のねらいの一つである自ら学び、自ら考え

る力を育てるために読書活動を充実させます。 

学校教育課 

11
ＬＬブック 

写真、挿絵、絵記号（ピクトグラム）などを用いて、読むことが困難な人にわかりやすく製作された本

です。
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３２ 朝読の普及 

【継続】 

読書活動を定着させるための取り組みとして「朝読」の普

及に努めます。 

学校教育課 

３３ 保護者やボランティア

による読み聞かせ 

【継続】 

保護者やボランティアによる「読み聞かせ」を充実させ、

児童生徒の読書に関する興味関心を高めます。 

学校教育課 

３４ ＰＴＡ組織との連携に

よる取り組み 

【継続】 

保護者への啓発を進めるとともに、学校とＰＴＡ組織との

連携による取り組みを推進します。 

学校教育課 

３５ 学級文庫と団体貸出 

【継続】 

学級文庫の実施や図書館からの団体貸出を活用し、児童生

徒の読書に親しむ機会を広げます。 

学校教育課 
社会教育課（図書館） 

３６ 連絡会議の開催 

【継続】 

司書教諭や図書主任と図書館司書の連絡調整会議の開催

に向けて努力します。 

学校教育課 
社会教育課（図書館） 

３７ 調べる学習コンクール 

【新規】 

小学校と協働して調べる学習講座を開催し、調べる学習コ

ンクールを実施します。 

社会教育課（図書館） 
学校教育課 

３８ 「子ども司書制度」

【新規】 

「子ども司書」の講座を開催して子供たちが学校や図書館

の読書リーダーとして活躍できるよう育成します。

社会教育課（図書館） 

３９ ＳＮＳの活用【新規】 ティーンエイジの身近なＳＮＳを活用し、情報発信をしま

す。 

社会教育課（図書館） 

４０ 学校図書館支援員・学校

図書活用促進員12の活用 

【新規】 

小学校に配置されている学校図書館支援員と中学校に配

置の学校図書活用促進員と連携して読書活動を充実させ

ます。 

社会教育課（図書館） 
学校教育課 

図書館≪調べる学習コンクール表彰式≫ 

12
 学校図書活用促進員 

ふじみ野市が採用している中学校図書館担当職員です。読書活動に関する知識、意識を高く持つ有償ボラン

ティアが学校図書館の図書の整理や環境づくりをしています。
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４ 図書館・地域・学校等の連携、協力 

【取り組みと課題】  

図書館では、図書館から比較的遠い地域の児童を主として図書館サービスを提供するため

に市内の６つの小学校（元福小・さぎの森小・西原小・駒西小・東台小・三角小）に移動図

書館車を巡回し、児童へ図書の貸出しを行っています。学校に直接資料を持ち込んで貸出し

を行うことで、多くの子供たちが読書に親しむ機会として利用しています。小学生アンケー

トによれば、本を借りた児童の割合は小学校２年生で８１．３％、４年生で５２．２％、６

年生で３３．６％、全体で５６．６％であり、利用率は低学年で高く、高学年で低い傾向に

あります。 

また、市内全小学校に配置されている学校図書館支援員や、図書館司書が学校訪問で「ブ

ックトーク」（本の紹介）を行い、本と学校図書館、市立図書館に親しんでもらうきっかけ

づくりになっています。 

市内小学校では「読み聞かせ」活動が盛んで、図書館司書による「学校訪問」や図書館主

催の「読み聞かせ講座」、読み聞かせや語りの「おはなし会」も実施してきました。 

昭和６３年に大井図書館が開館して以来、地域の図書館として、地域文庫の方と協力して

児童サービスの向上を図ってきました。その中で、読み聞かせのボランティア育成にも務め、

現在の図書館での「おはなし会」の読み聞かせや語り、保育所（園）、幼稚園、高齢者施設

など小学校での読み聞かせだけでなく幅広い活動が継続されています。 

東武東上線ふじみ野駅開業、上野台団地再開発などを経てふじみ野市の人口も増え、ふじ

み野市をふるさととする子供たちが増加する中で、６カ所の子育て支援センター、児童セン

ター、子育てふれあい広場、放課後児童クラブでの施設を活用した子育てサロンが設置され、

ふじみ野市の将来を担う子供たちを地域全体で見守り、育てる体制が進んでいます。 

毎年、大井図書館まつりにふじみ野高等学校の生徒がボランティアで協力しています。市

内の高等学校・大学と図書館との連携・協力関係をより一層深め、多角的・具体的な読書普

及の取り組みを進める必要があります。 

【施策の方向】 

児童生徒の読書環境を整備するためには、既存の連携の取り組みに加えて、地域協働学校

事業の一環として図書館と学校図書館・地域文庫・移動図書館の連動が有効であると考えら
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れます。市立図書館と学校図書館のネットワークを構築し、図書資料の有効活用、資料援助

を進めます。将来的には図書館と学校図書館を結んで図書を配送し、学校図書館が地域の読

書活動の拠点になる仕組みを検討します。 

【具体的な事務事業】  

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

４１ 
再 7 

司書の派遣 

【継続】 

保育所（園）や学校行事へ図書館司書や図書館ボランティ

アを講師として派遣し連携を深めます。 

社会教育課（図書館） 

４２ 学校行事への協力 

【継続】 

チャレンジ事業、調べもの学習、図書館見学など学校行事

に協力します。 

社会教育課（図書館） 

４３ 図書館実習 

【新規】 

チャレンジ事業、社会体験活動、インターンシップなどの

実習生とテーマ展示や学級文庫の選定などを実施します。 

社会教育課（図書館） 

４４ 
再 24 

団体貸出の実施 

【継続】 

保育所（園）、子育て支援センター、児童センター、学校等

に対する団体貸出を充実できるよう、配送の充実に向けて

努力します。 

社会教育課（図書館） 

４５ 高等学校・大学との連携

【継続】 

高等学校、大学と図書館まつりなどのイベントの交流の

他、テーマ展示等の連携・協力をします。 

社会教育課（図書館） 

４６ 案内の作成 

【継続】 

保育所（園）、子育て支援センター、児童センター、学校等

向けの利用案内を作成し配布します。 

社会教育課（図書館） 

４７ 連絡会議の開催 

【継続】 

司書教諭や図書主任と図書館司書の連絡調整会議の開催

に向けて努力します。 

社会教育課（図書館） 
学校教育課 

４８ 利用登録の促進 

【継続】 

小学校に入学した児童が図書館を利用できるよう、学校と

の連携の中で利用登録の促進に努めます。 

社会教育課（図書館） 

４９ 地域協働学校への取り

組み 

【新規】 

学校図書館を保護者や地域の人たちと協力して活用する

ことを検討します。 

社会教育課（図書館） 
学校教育課 

図書館≪小学校 図書館訪問≫ 
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第４章 子供の読書活動を推進するための環境の整備・充実 

１ 図書館の整備・充実 

（１）図書資料の整備・充実 

【取り組みと課題】  

図書館運営にとって重要なことは、施設、職員そして資料費です。とりわけ資料費の額は、

図書館機能を左右する重要な要素です。資料の選択に当たっては、利用者や地域の要求を的

確に把握していくことが重要になっています。 

また、図書館以外の施設では、絵本や紙芝居等の子供向け資料費は限られたものがありま

すので、図書館が団体貸出などのサービスで各施設を支援していく必要があります。図書館

は購入する本を選書会議で本を評価し、蓄積していくことで利用者からの問い合わせに対応

できるようにするほか、推薦図書リストの作成に活かしています。 

子供が良い本と出会うための支援として、推薦図書に選んだ本を複本として揃え、目につく

場所に置いて、テーマ展示やおすすめする本を紹介することで子供たちに提供することがで

きています。これからも長く読み継がれてきている普遍的な価値を持つ図書は、常に書架に

並べ、質の高い本を的確に選び、提供していくことが必要です。 

【施策の方向】 

 限られた予算を最大限に効率よく活用し、時代に合致した図書館サービスを提供するため

に、小学校図書館とのネットワークの構築による図書資料の有効利用、資料援助を行います。

今後は、多様な形態による学習支援を進めるため電子書籍の導入も検討します。 

地域資料・郷土資料を網羅的収集・整備充実により子供たちの体験学習や調べ学習に対応し

ます。
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【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

５０ 司書の配置と蔵書構成 

【継続】 

経験ある司書を配置し、優良な本を提供できる蔵書構成に

努めます。

社会教育課（図書館） 

５１ 電子書籍の導入 

【新規】 

図書館の資料費を適切に確保し、電子書籍の計画的な導入

を検討します。

社会教育課（図書館） 

５２ 
再 24 
再 44 

団体貸出の実施 

【継続】 

主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）や

学級文庫に活用できるような図書館資料の充実に努め、団

体貸出を実施します。 

社会教育課（図書館） 

５３ 小学校図書館ＩＣＴ化 

【新規】 

小学校図書館と図書館システムをネットワーク化して蔵

書の有効活用に努めます。 

社会教育課（図書館） 
学校教育課 

５４ 地域資料、郷土資料の収

集・整備 

【新規】 

郷土学習を支援するために郷土資料の収集・整理・提供・

保存に努めます。 

社会教育課（図書館） 

５５ テーマ展示の充実 

【継続】 

子供たちにとって魅力ある「場」となる季節感のあるコー

ナーを充実させ人権関連図書の展示や戦争平和関係図書

のテーマ展示を実施します。 

社会教育課（図書館） 

図書館≪テーマ展示「虫歯予防デー・歯と口の健康週間」≫ 

（２）設備等の整備・充実 

【取り組みと課題】  

 図書館では、児童コーナーとティーンエイジコーナーを館内に設置しています｡児童コー
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ナーは、児童が保護者と座って絵本などを選ぶことができるようになっています。乳幼児を

連れた利用者や子供たちが安心して利用できるようにするために、施設の安全と利用者のプ

ライバシーを配慮しつつ防犯カメラ設置などによる施設の改善が課題となっています。 

【施策の方向】 

児童コーナーやティーンエイジコーナーの整備・充実に努めます｡また、新しい情報通信

技術を活用した読書環境に対応できる整備を目指します。 

【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

５６ 児童コーナー・ティーン

エイジコーナーの充実 

【継続】 

子供たちにとって魅力ある場となるコーナーづくりに努

めます。 

社会教育課（図書館） 

５７ 授乳コーナーの環境整

備 

【継続】 

授乳コーナーを気軽に使える環境整備に努めます。 社会教育課（図書館） 

５８ 情報支援サービスの充

実 

【継続】 

情報通信技術の向上に合わせたサービスが気軽に活用で

きる環境整備に努めます。 

社会教育課（図書館） 

（３）図書館職員の充実 

【取り組みと課題】  

図書館では司書資格を有する職員を配置し、図書資料の選書・収集・提供、利用者に対

する読書相談、子供読書活動に対する指導など、子供の読書活動を推進する上で重要な役

割を果たしてきました。市民からの多様な資料要求に応えるためには図書館スタッフのス

キルアップが欠かせないため、研修会の開催や参加によりスタッフの専門的知識・技術を

さらに高めていく必要があります。 

【施策の方向】 

関連機関による職員研修を利用し、専門的な知識・技術を身に付けて図書館運営に活用し
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ていきます｡また、モニタリングにより指定管理者を監督・指導し、さらにスキルの向上を 

目指します。 

【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

５９ モニタリング 

【新規】 

モニタリング担当部署との連絡調整会議や選書会議を通

じて業務の向上を図ります。 

社会教育課（図書館） 

６０ 司書の資質向上 

【継続】 

司書の、経験年数を考慮した各種講習会や自主研修に参加

し、資質の向上に努めます｡ 

社会教育課（図書館） 

（４）図書館利用に障がいのある子供のための諸条件の整備・充実 

【取り組みと課題】 

 図書館利用に障がいがある人へのサービスとして対面朗読、録音図書の作成、さわる絵本、

布絵本、大活字本の貸出しを行うとともに、全国の図書館から「録音図書」の取り寄せも行

っています。また、県立特別支援学校の職業体験の受け入れも実施しています。 

障がいについての理解を深めるための本を集めた「りんごの棚のコーナー」をつくり、だれもが手

に取れるようにしています。 

英語のおはなし会を年に４回実施していますが、日本語以外の言語を母国語とする親と子

供は図書館利用に困難があり、身近に母国語の本やおはなしにふれる機会が少ないことが課

題です。 

【施策の方向】 

子供の読書活動を支援するため、障がいがある人へのサービスとして施設面での配慮とさ

わる絵本、布絵本、マルチメディアＤＡＩＳＹ（デイジー）図書13、外国語で書かれた絵本

など資料の整備・充実を図ります。読書が困難な子供へのサービスについて、ボランティア

団体などの協力を得ながら情報の収集や提供に努めます｡ 

13
マルチメディアＤＡＩＳＹ（デイジー）図書 

識字障がい者（ディスレクシア）、学習障がい者、視覚障がい者、認知障がい者等が専用機器やパソコ

ンを使用して読んだり、聴いたり、映像を見ることができる本（ＣＤ－ＲＯＭ）です。文字、音声、テ

キスト、画像、動画が同時に再生されて読書の手助けをします。
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【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

６１ 資料整備 

【継続】 

個々の子供に適した、きめ細やかな指導のための資料整備

に努めます。 

社会教育課（図書館） 

６２ 読書指導の充実 

【継続】 

特別支援教育関係の研修会で読書指導についても取り上

げ、その充実を図ります。 

社会教育課（図書館） 

６３ バリアフリー絵本の充

実 

【継続】 

さわる絵本、布絵本、マルチメディアＤＡＩＳＹ（デイジ

ー）図書などの資料の充実に努めます｡ 

社会教育課（図書館） 

６４ 日本語以外の言語を母

国語とする子供への支

援 

【継続】 

日本語以外の言語で書かれた絵本や児童書の充実に努め

ます。 

社会教育課（図書館） 

６５ 児童発達支援施設や放

課後等デイサービスと

の連携【新規】 

ボランティアの協力を得ながら読み聞かせや団体貸出を

実施します。 

社会教育課（図書館） 

６６ 図書館利用のきっかけ

作り 

【継続】 

ボランティアの協力を得ながら、読み聞かせ等を通して図

書館を利用するきっかけ作りに努めます。 

社会教育課（図書館） 

６７ 障がいに理解を深める

ためのコーナーづくり 

【新規】 

様々な障がいに理解を深めるための資料を集めた「りんご

の棚」の活用を図ります。 

社会教育課（図書館） 

図書館≪英語のおはなし会≫ 
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２ 学校図書館の整備・充実 

（１）図書資料の整備・充実 

【取り組みと課題】  

 学校図書館には豊かな心を育む読書センターとしての機能と、児童・生徒の自発的、主体

的な学習活動を支援する学習情報センターとしての機能があります。市内の学校においては、

学校図書館図書資料の整備が年々進められているところでありますが、まだ十分とは言えな

い状況にあります。小中学生アンケートによれば、学校図書館で本を読む児童の割合は、小

学校２年生で８７．１％ですが、４年生で６５．６％、６年生で４１．７％、全体で６５．

９％でした。また学校図書館で本を借りる割合は全体で９３．６％でした。学校図書館を利

用したことがある生徒の割合は中学２年生では６３．４％で、「本を読む」「本を借りる」目

的で利用されています。学校図書館がその機能を発揮するためには、学校図書館資料の整備

を図る必要があります。 

また、中学校においては、学校図書館図書標準14に準じて計画的に図書資料の整備・充実

を図っていくことが求められています。 

今後は、図書館ネットワークシステムを活用して図書館資料を学校図書館に移管するなど

蔵書の有効利用を進めていくことが課題です。 

【施策の方向】 

 学校においては、学校図書館の図書の充実を図っていくよう努めます。特に、子供の知的

活動を増進し、多様な興味・関心にこたえる魅力的な図書資料や各教科、道徳、特別活動、

総合的な学習の時間、外国語活動において多様な教育活動を展開していくための図書資料な

どの整備・充実を目指します。 

14
 学校図書館図書標準 

平成５年度に文部省(当時)が、公立の義務教育諸学校において、学校図書館の図書の整備を図る際の目

標として設定したものです。



31 

【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

６８ 学校図書館図書標準の

充実 

【継続】 

「学校図書館図書標準」の十分な達成を目指し、除籍も含

めた計画的な図書資料の整備・充実を図っていきます。

学校教育課 

６９ 魅力的で多様な図書の

整備 

【継続】 

子供たちの多様な興味・関心にこたえる魅力的な図書、社

会の変化に対応した図書を整備していきます。

学校教育課 

７０ 既刊書の買い替え 

【継続】 

新刊書に加え、既刊書の買い替え等も進めていきます。 学校教育課 

（２）設備等の整備・充実 

【取り組みと課題】 

 学校図書館が子供たちにとって心のオアシスとなるよう、環境の整備を進めていく必要が

あります。 

小学校図書館のＩＣＴ化事業として全１３校に学校図書館支援員が配置されたことで学校図書館

の環境整備と資料のデータ化が進みました。中学校では、学校図書活用促進員を配置して学校

図書館の環境整備をおこなっています。 

令和２年1月には図書館のコンピューターシステム更新時に小・中学校用パソコンを学校図書館

に各１台設置しました。小学校図書館では、蔵書が一元管理できるようになりました。今後はシステ

ムを通じて市立図書館の資料の予約・貸出や団体貸出を行うことができるようにします。また、中学

校図書館に市立図書館の利用者用の検索端末を設置しました。今後は、市立図書館の蔵書検索

用として、学級文庫や調べ学習等の団体貸出の利用のほか、生徒の個人利用の予約に活用して

いくことが課題となります。 

【施策の方向】 

子供たちが読書を楽しむ空間としての学校図書館の設備等の整備・充実を一層進めていく

ため、学校図書館の環境整備や資料の物流のネットワーク化を進めます。



32 

【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

７１ 学校図書館環境の改善 

【継続】 

各学校では、机や書架のレイアウト、新刊書の紹介などの

掲示等を工夫したり、リラックスして読書に親しむ空間を

創出したりするなど、学校図書館環境の改善に取り組みま

す。 

学校教育課 

７２ 
再 38 

「子ども司書制度」

【新規】 

「子ども司書」の講座を開催して子供たちが学校や図書館

の読書リーダーとして活躍できるよう育成します。

社会教育課（図書館） 

７３ 学校図書館の拡充 

【継続】 

学校の教室数の状況に応じて、学校図書館としての 

教室の拡充を検討します。 

学校教育課 

７４ 
再 6 

読書手帳の配布 

【新規】 

読書手帳を配布し子供たちの読書意欲を高めます。 社会教育課（図書館） 

７５ 図書館資料の利用促進 

【新規】 

ＩＣＴ化事業で設置したパソコンを使い学校図書館と図

書館の資料の利用促進を図ります。 

学校教育課 

（３）司書教諭等図書館担当職員の配置の推進 

【取り組みと課題】 

 本市では、司書教諭と小学校に学校図書館支援員を、中学校には学校図書活用促進員を配

置して読書活動の推進・充実を進めています。また、ボランティアによる本の整理や環境づ

くり等も取り入れ、学校図書館を利用しやすくしています。 

 今後は、司書教諭等の図書館担当職員の力量を高めていくとともに、校内において司書教

諭が図書館運営に十分な役割を果たすことができるよう校内のバックアップ体制の確立を

図っていく必要があります。 

【施策の方向】 

 司書教諭のみならず、全ての教職員が連携して学校図書館を活用した子供の学習活動・読

書活動を推進します。また、司書教諭のための研修会を充実させ、図書館運営に充分な役割

を果たすことができるよう支援するとともに、学校図書館運営のための校内体制を確立する

ため、各種会議において指導・助言を行います。中学校の学校図書活用促進員の有効な活用

方法について検討します。
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【具体的な事務事業】  

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

７６ 校内組織の活性化 

【継続】 

司書教諭等学校図書館担当職員を中心とした校内組織の

確立と活性化に努めます。 

学校教育課 

７７ 資格取得の促進 

【継続】 

小・中学校において教員の司書教諭資格の取得を促進しま

す。 

学校教育課 

７８ 研修会の充実 

【継続】 

市教育研究図書館部会研修会の充実を図ります。 学校教育課 

７９ 
再 32 

朝読の普及 

【継続】 

「朝読」など読書活動を定着させるための取り組みを各学

校が検討します。 

学校教育課 

（４）障がいのある子供のための諸条件の整備・充実 

【取り組みと課題】 

 障がいのある子供のための読書活動推進の拠点となる学校図書館の整備・充実は、子供た

ちの自主的な読書活動を促すための創意工夫が重要であり、障がいの種類や程度、発達段階

に応じた読書活動を推進するための諸条件を整備することが求められています。図書館では、

読み聞かせに役立つ本のリストを作成し、特別支援学級で実施する際にお勧めできる本を案

内しています。 

【施策の方向】 

 学校図書館の環境整備を進める上で、拡大図書、布絵本、紙芝居、映像資料等子供の障が

いの状況に応じた図書や資料の充実を図ります。 

「読書バリアフリー法」に基づき、読むことに難しさをもつ人たちを対象にわかりやすく製

作されたＬＬブック、録音図書、画像（絵や写真）と音声・テキストが同期するマルチメデ

ィアＤＡＩＳＹなどの展示・紹介をすすめます。 

特別支援学級と連携を図り、団体貸出の他、学校訪問、出張貸出を行うなどの働きかけを

します。また、洋書を充実させ、日本語を母国語としない児童の求めている資料の調査・収

集、利用支援に繋がる情報の収集・提供をしていきます。 
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【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

８０ 
再 61 

資料整備 

【継続】 

個々の子供に適した、きめ細やかな指導のための資料整備

に努めます。 

学校教育課 

８１ 
再 62 

読書指導の充実 

【継続】 

特別支援教育関係の研修会で読書指導についても取り上

げ、その充実を図ります。 

学校教育課 

８２ 
再 64 

障がいを持つ子供、日本

語以外の言語を母国語

とする子供への支援 

【継続】 

ＬＬブック、さわる絵本、布絵本、マルチメディアＤＡＩ

ＳＹ（デイジー）図書などの資料の充実に努めます｡ 

日本語以外の言語で書かれた絵本や児童書の充実に努め

ます。 

学校教育課 

第５章 子供の読書活動に関する啓発・広報の推進 

１ 「子ども読書の日」を中心とした啓発・広報 

【取り組みと課題】 

「子ども読書の日」（４月２３日）や「子どもの読書週間」（５月１日～１４日）などの機

会を捉えながら、読書について様々な啓発・広報を実施することが求められています。図書

館では、毎週定例的に「おはなし会」「えいが会」などを行っています｡また、図書館だより

等を発行して情報を提供しています。 

 学校では、「子ども読書の日」を中心とした読書活動を実施しています。図書委員会の児

童が主体となって進める読書週間の取り組みやボランティアによる読み聞かせ等を行って

います。 

【施策の方向】 

 今後は、地域・学校における「子ども読書の日」にちなんだ取り組みを行うよう働きかけ

を進めていきます。また、家庭においても一層の読書活動が進められるよう市報、ホームペ

ージ、図書館だより等を活用して「子ども読書の日」の周知、啓発を進めていきます。 
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【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

８３ 「子ども読書の日」の推

進【継続】 

図書館や学校等で、「子ども読書の日」を中心とした取り組

みを推進します｡ 

社会教育課（図書館） 
学校教育課 

８４ 啓発・広報 

【継続】 

「子ども読書の日」や「子どもの読書週間」などの機会

をとらえながら、様々な啓発・広報を実施します。 

社会教育課（図書館） 
学校教育課 

２ 優良な図書の普及 

【取り組みと課題】 

 小・中学校では、県が配付する推薦図書リストなどを基に、子供たちや保護者に向けて優

良な図書の紹介を行っています｡ 

【施策の方向】 

児童奉仕の経験のある図書館職員による基本図書や、優良な新刊書の選定と紹介を実施し

ていきます。 

【具体的な事務事業】 

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

８５ 推薦図書リストの作成・

配布 

【継続】 

図書館で独自の推薦図書リストを作成し配布します。図書

の購入・整備に努めます。 

社会教育課（図書館） 



36 

第６章 子供が読書に親しむための支援体制の整備 

【取り組みと課題】  

第二次計画では、子供の読書活動の推進に関して、図書館・保育所（園）・幼稚園・学校

など関係団体が連携・協力する新たな組織の設立があげられていましたが実現には至りませ

んでした。 

子供が主役になり図書館や学校で読書リーダーとして活躍できるよう支援体制を整備す

るために、図書館・学校運営協議会などの関係団体等が幅広く連携する必要があります。 

【施策の方向】 

本計画の実施にあたっては、図書館・市関係課とネットワークを形成します。図書館にお

いて、「図書館サービス研修会」を行い、併せて参加者の交流の場とし、連携・協力を図り

ます。学校長・学識経験者・ＰＴＡ・地域ボランティアなどで構成する図書館協議会に諮り

ながら事業の推進と進捗の管理を図る必要があります。 

【具体的な事務事業】  

事業 

番号 
主な事務事業 概要 担当課 

８６ 図書館サービス研修会 

【新規】 

年に一回、保育所（園）・幼稚園・学校･図書館で研修会を

開き情報交換を行い交流する。 

社会教育課（図書館） 

８７ 子供の読書活動支援体

制による検証 

【継続】 

本計画の推進に当たっては、市関係課や学校運営協議会と

連携を図るとともに、学校、ＰＴＡ、地域ボランティアな

どで構成する図書館協議会が計画実現のための取り組み

状況を把握し各施策の進捗管理を行います。 

社会教育課（図書館） 
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数値目標 

目標項目 
ふじみ野市の目標値 

担当課 事業番号 
平成３０年現状 令和４年 

図書館の児童図書の蔵書冊数 

（１２歳以下の子供１人あたり） 
１０．９冊 １５冊 

社会教育課 

（図書館） 
５０ 

図書館の年間貸出冊数（１２歳以

下の子供１人あたり） 
２６．４冊 ３０冊 

社会教育課 

（図書館） 
４８ 

１か月で１冊以上本を読む児童・

生徒の割合 

小学生６４．６％ 

中学生６５．７％ 

小学生７５％ 

中学生７５％ 

社会教育課 

（図書館） 

１０、 

４０、 

４４ 

本を読むことが好きだと答えた

児童・生徒の割合 

８２．７％ 

（生徒） 
９０％ 

社会教育課 

（図書館） 

６、７、８、 

５０ 

ブックスタートパックの配付率 ９４．９％ ９６％ 
社会教育課 

（図書館） 
１ 

読み聞かせ講座の実施 ２回 ３回 
社会教育課 

（図書館） 
２、１９ 

小・中学校への団体貸出冊数 
小学校７，２３８冊 

中学校  １５１冊 

小学校１０，０００冊 

中学校   ３００冊 

社会教育課 

（図書館） 

２４、４４、

５２ 

図書館司書による学校訪問 
小学校１校/１３校 

中学校０校/ ６校 

小学校６校/１３校 

中学校３校/ ６校 

社会教育課 

（図書館） 
１１ 

おはなし会への参加者数 

６，２２２人 ６,５００人 
社会教育課 

（図書館） 
９ 

６１３人 ７００人 

子育て支援

課（子育て

支援センタ

ー） 

２１ 

９６８人 １，０００人 

子育て支援

課（児童セ

ンター） 

２１ 

子供と読書をつなぐ事業等取組

数 

１件 ２件 

社会教育課

（大井中央

公民館） 

９、２３ 

１件 ２件 

社会教育課

（上福岡公

民館） 

９、２３ 

１件 ２件 

社会教育課

（上福岡西

公民館） 

９、２３ 

５件 ５件 
社会教育課 

（資料館） 
５４ 
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第３部 資料

１ ふじみ野市 小学生読書アンケート調査結果（平成２９年度実施） 

第1章 調査概要と回収結果 

１－１ 調査概要 

【目的】 ふじみ野市内の小学生を対象に、以下の目的のため読書動向についてアンケート調査を実施しま 

した。 

① 公共図書館の利用状況調査と、今後の児童サービス向上。 

② 平成29年度よりふじみ野市立全小学校図書館に配置した学校図書館支援員による学校図書館利用に 

対する効果測定。 

③ 平成31年度より実施の第三次ふじみ野市子ども読書活動推進計画の参考として。 

【調査対象】 ふじみ野市立小学校2年生、4年生、6年生の全児童 

【調査期間】 平成30年1月26日（金） 2月15日（木） 

【調査方法】 ①アンケート用紙を各小学校へ配付。 

   ②各小学校図書館支援員が回収。 

【調査集計】ふじみ野市立大井図書館、上福岡図書館にて集計。 
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１－２ 回収結果 

アンケート回収数 ２,７１２通 

2年生 ： 945人、 4年生 ： 946人、 6年生 ： 821人 

学校名 回答数 2年生 4年生 6年生 

大井小学校 204 70 72 62 

福岡小学校 264 85 97 82 

駒西小学校 232 82 81 69 

上野台小学校 273 123 78 72 

鶴ヶ丘小学校 304 81 107 116 

西小学校 263 88 92 83 

東原小学校 278 94 99 85 

西原小学校 115 27 42 46 

元福小学校 131 36 50 45 

亀久保小学校 230 93 87 50 

三角小学校 166 73 51 42 

さぎの森小学校 152 58 58 36 

東台小学校 100 35 32 33 

合 計 2712 945 946 821 
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１ ３ アンケート用紙 １－３ アンケート用紙
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第２章 調査結果 

設問１ 学校図書室で本を読みますか。 

設問２ 学校図書室で本を借りたことがありますか。 

学 年 回答数 はい いいえ 

2年生 945 896 94.8% 49 5.2% 

4年生 946 894 94.5% 52 5.5% 

6年生 821 748 91.1% 73 8.9% 

全 体 2712 2538 93.6% 174 6.4% 

設問３ 学校図書室は変わったと思いますか（いくつでも） 

学 年 明るくなった 
本を選びやすい 

・見やすくなった 

本を読みに行きや

すくなった 
何も変わらない そのほか 

2年生 312 551 211 182 54 

4年生 271 561 214 250 35 

6年生 249 387 89 244 36 

全 体 832 1499 514 676 125 

設問４ 移動図書館で本を借りますか 

学 年 回答数 借りる 借りない 

2年生 310 252 81.3% 58 18.7% 

4年生 314 164 52.2% 150 47.8% 

6年生 271 91 33.6% 180 66.4% 

全 体 895 507 56.6% 388 43.4% 

小学校 回答数 借りる 借りない 

駒西小学校 232 158 68.1% 74 31.9% 

西原小学校 115 52 45.2% 63 54.8% 

元福小学校 131 79 60.3% 52 39.7% 

三角小学校 165 90 54.5% 75 45.5% 

さぎの森小学校 152 76 50.0% 76 50.0% 

東台小学校 100 52 52.0% 48 48.0% 

全 体 895 507 56.6% 388 43.4% 

学 年 回答数 はい  いいえ  

2年生 945 823 87.1% 122 12.9% 

4年生 937 615 65.6% 322 34.4% 

6年生 820 342 41.7% 478 58.3% 

全 体 2702 1780 65.9% 922 34.1% 
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設問４‐２ かりない人はなぜ借りませんか（いくつでも） 

学 年 時間がない 昼休みは忙しい 借りたい本がない その他 

2年生 15 6 27 16 

4年生 35 23 79 42 

6年生 59 35 120 18 

全 体 109 64 226 76 

設問５ 読む本はどのように用意しますか。 

学 年 回答数 買う 図書館図書室などで借りる 

2年生 939 255 27.2% 684 72.8% 

4年生 946 468 49.5% 478 50.5% 

6年生 819 581 70.9% 238 29.1% 

全 体 2704 1304 48.2% 1400 51.8% 

設問６ 去年１年間で本を読みましたか。 

学 年 回答数 読む 読まない 

2年生 937 908 96.9% 29 3.1% 

4年生 944 909 96.3% 35 3.7% 

6年生 837 813 97.1% 24 2.9% 

全 体 2718 2630 96.8% 88 3.2% 

設問６-２ 読んだ人は何冊読みましたか。 

学 年 回答数 ０冊 1冊 2冊 3冊 4冊 5冊 6冊以上 

2年生 942 29 3.1% 23 2.4% 37 3.9% 51 5.4% 29 3.1% 45 4.8% 728 77.3% 

4年生 944 35 3.7% 39 4.1% 73 7.7% 96 10.2% 69 7.3% 59 6.3% 573 60.7% 

6年生 821 24 2.9% 48 5.8% 62 7.6% 104 12.7% 87 10.6% 47 5.7% 449 54.7% 

全体 2707 88 3.3% 110 4.1% 172 6.4% 251 9.3% 185 6.8% 151 5.6% 1750 64.6% 

設問６-３ 読まなかった人はなぜ読みませんでしたか。（いくつでも） 

学 年 
本を読むのが

嫌い 

本を読むの

は面倒 

本を読んでも

面白くない 

読みたい本

がない 

読む時間が

ない 
そのほか 

2年生 6 2 7 14 10 0 

4年生 9 11 7 14 12 0 

6年生 8 2 6 8 4 0 

全 体 23 15 20 36 26 0 

設問７ インターネットでマンガ・物語・お話を読みますか。 

学 年 回答数 読む 読まない 

2年生 900 186 20.7% 714 79.3% 

4年生 944 194 20.6% 750 79.4% 
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6年生 887 270 30.4% 617 69.6% 

全 体 2731 650 23.8% 2081 76.2% 

設問7-2 読む人は何を読みましたか。（いくつでも） 

学 年 マンガ 小説・物語 趣味の本 その他 

2年生 72 79 10 12 

4年生 97 90 9 10 

6年生 135 84 1 10 

全体 304 253 20 32 

設問８ おもしろい、楽しそうな本を紹介されたら、もっとたくさん本を読むと思いますか。 

学 年 回答数 思う 思わない 

2年生 932 748 80.3% 184 19.7% 

4年生 914 708 77.5% 206 22.5% 

6年生 818 582 71.1% 236 28.9% 

全体 2664 2038 76.5% 626 23.5% 

設問９ 学校図書室でもっと本を読んだり、借りたりするためにどんなことをしてほしいですか。 

学年 本を増やして 
利便性向上に

ついて 
環境について 

利用マナーに

ついて 

サービスにつ

いて 
今のままで良い 

2年生 443 76 25 21 123 22 

4年生 343 95 18 23 123 17 

6年生 307 50 24 17 86 14 

全体 1093 221 67 61 332 53 

設問１０ 地域の図書館に行ったことがありますか。（いくつでも） 

学年 
大井 

図書館 

上福岡 

図書館 

西公民館

図書室 
江川文庫 

こばと 

文庫 

たけのこ

文庫 

つつじ 

文庫 

ふじみ野

市ではな

い図書館 

行ったこ

とがない 

2年生 482 498 138 45 30 31 32 145 103

4年生 569 551 135 29 49 29 26 201 54

6年生 497 479 126 22 26 8 23 157 45

全体 1548 1528 399 96 105 68 81 503 202

小学年 
大井 

図書館 

上福岡 

図書館 

西公民館

図書室 
江川文庫 

こばと 

文庫 

たけのこ

文庫 

つつじ 

文庫 

ふじみ野

市ではな

い図書館 

行ったこ

とがない 

大井小学校 167 47 8 0 0 0 1 33 5

福岡小学校 42 239 20 2 4 4 2 31 19

駒西小学校 61 213 43 14 2 3 4 46 10

上野台小学校 41 248 38 3 1 1 0 40 15

鶴ヶ丘小学校 266 96 38 9 67 25 2 74 22
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西小学校 126 185 131 3 3 5 2 59 29

東原小学校 221 95 24 3 4 1 39 69 30

西原小学校 114 32 9 2 4 2 0 23 1

元福小学校 38 98 19 4 5 7 3 27 14

亀久保小学校 216 68 17 45 6 7 7 32 6

三角小学校 125 49 15 8 6 11 9 27 11

さぎの森小学校 55 114 25 2 2 2 1 26 26

東台小学校 76 44 12 1 1 0 11 16 14

全体 1548 1528 399 96 105 68 81 503 202

設問１１ 図書館や本を読むことについて、なんでも自由に書いてください。 

図書館への要望 読書や図書館は苦手 その他

読
書
が
好
き
楽
し
い
面
白
い

も
っ
と
本
を
読
み
た
い

知
識
が
増
え
て
勉
強
に
な
る

図
書
館
が
好
き

マ
ン
ガ
が
好
き

落
ち
つ
く
集
中
力
が
つ
く

本
は
買
う
ほ
う
が
早
い

駅
の
近
く
に
移
動
図
書
館

図
書
館
の
本
を
キ
レ
イ
に
し
て

図
書
館
を
ふ
や
し
て

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
つ
くっ
て

楽
し
い
イ
ベ
ン
トを
し
て

移
動
図
書
館
に
来
て
ほ
し
い

子
ど
も
の
席
を
増
や
し
て

静
か
に
読
み
た
い

図
書
館
に
貸
出
用
の
袋
が
ほ
し
い

こ
ど
も
図
書
館
を
つ
くっ
て

図
書
館
の
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い

図
書
館
カ
ー
ド
が
な
い

め
ん
ど
くさ
い
面
白
く
な
い

読
書
が
好
き
で
は
な
い

図
書
館
に
行
く
時
間
が
な
い

学
校
図
書
館
は
つ
ま
ら
な
い

本
を
探
す
の
が
た
い
へ
ん

図
書
室
の
先
生
あ
り
が
とう

利
用
者
の
声
が
好
き
で
す

自
分
で
本
を
書
い
て
い
ま
す

2年生 141 66 43 43 39 1 0 8 2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 2 1 0 0 8 1 1

4年生 115 66 51 44 19 18 0 0 0 0 3 2 1 1 0 0 1 0 0 3 2 1 0 0 0 0 0

6年生 91 28 60 32 15 23 6 0 3 4 0 1 1 1 2 0 0 0 1 6 1 3 4 1 0 0 0

合計 347 160 154 119 73 42 6 8 5 4 3 3 2 2 2 1 1 1 1 10 5 5 4 1 8 1 1

図書館や読書について

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
て

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
し
て

め
ん
ど
う
く
さ
い

面
白
く
な
い

図
書
室
の
先
生
あ
り
が
と
う

図
書
カ
ー
ド
が
な
い

こ
ど
も
図
書
館
を
つ
く
っ
て



46 

２ ふじみ野市 中学生読書アンケート調査結果（平成３０年度実施） 

第３章 調査概要と回収結果 

１－１ 調査概要         

【目的】ふじみ野市内の中学生を対象に、以下の目的のため読書動向についてアンケート調査を実施しました。 

①中学校図書室の利用状況調査。         

②市立図書館の利用状況調査と今後のサービス向上。       

③第三次ふじみ野市子ども読書活動推進計画の参考資料として。 

【調査対象】ふじみ野市立中学校2年生の全生徒。        

【調査期間】平成30年12月10日（月）より12月14日（金）     

    （年末に行事の重なった一部中学校では平成31年1月に実施）    

【調査方法】アンケート用紙を各学級別に封に入れ中学校へ配付。      

①期間中、学級ごとにアンケートを実施。        

②各中学校から上福岡図書館が回収。        

【調査集計】ふじみ野市立大井図書館、上福岡図書館にて集計。     

１－２ アンケート回収結果  

アンケート回答数合計 ９３５通 （配布数：９９６通  回答率：９３．９％）    

大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 

回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率 

198 91.7% 174 90.2% 132 94.3% 139 97.2% 85 96.6% 207 95.8% 
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１－３ アンケート用紙果  



48 



49 

第４章 調査結果 

設問１ 本を読むのは好きですか。  

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

好き 98 49.5% 80 46.0% 47 35.6% 78 56.1% 32 37.6% 77 37.2% 412 44.2% 

どちらかといえば好き 73 36.9% 65 37.4% 63 47.7% 46 33.1% 32 37.6% 82 39.6% 361 38.7% 

どちらかといえば嫌い 21 10.6% 16 9.2% 17 12.9% 8 5.8% 16 18.8% 34 16.4% 112 12.0% 

嫌い 6 3.0% 10 5.7% 6 4.5% 7 5.0% 5 5.9% 14 6.8% 48 5.1% 

設問２ 中学校の図書室を利用したことがありますか。 

設問３ 中学校の図書室を何の目的で使いますか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

本を読む   96 91 54 48 15 28 332  

本を借りる   38 56 42 68 18 39 261  

勉強をする   10 6 6 7 24 7 60  

新聞雑誌を読む   5 1 6  

その他   11 9 4 4 2 8 38  

設問４ 中学生になってから大井図書館、上福岡図書館、上福岡西公民館図書室などの公共図書館にいったこと

はありますか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

はい     138 69.7% 143 82.2% 93 70.5% 103 74.1% 50 58.8% 143 69.1% 670 71.7% 

いいえ   60 30.3% 31 17.8% 39 29.5% 36 25.9% 35 41.2% 64 30.9% 265 28.3% 

設問５ 公共図書館には何の目的で行きましたか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

本を借りる   75 78 43 46 18 83 343  

勉強をする   47 49 43 56 24 70 289  

本を読む   39 55 15 28 15 35 187  

新聞雑誌を読む 3 5 7 4 19  

その他   5 13 2 2 2 10 34  

設問６ あなたは2年生になって本（マンガ・雑誌は含まない）を読みましたか？ 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

はい     192 97.0% 168 96.6% 126 95.5% 135 97.1% 81 95.3% 200 96.6% 902 96.5% 

いいえ   6 3.0% 6 3.4% 6 4.5% 3 2.2% 4 4.7% 7 3.4% 32 3.4% 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

はい     131 66.2% 140 80.5% 97 73.5% 106 76.3% 57 67.1% 62 30.0% 593 63.4% 

いいえ   67 33.8% 32 18.4% 35 26.5% 33 23.7% 28 32.9% 145 70.0% 340 36.4% 
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設問７ この1年で何冊読みましたか。  

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

0冊     6 3.0% 6 3.4% 6 4.5% 3 2.2% 4 4.7% 7 3.4% 32 3.4% 

1冊     3 1.5% 3 1.7% 7 5.3% 4 2.9% 17 20.0% 11 5.3% 45 4.8% 

2冊     15 7.6% 18 10.3% 9 6.8% 11 7.9% 5 5.9% 24 11.6% 82 8.8% 

3冊     30 15.2% 25 14.4% 16 12.1% 24 17.3% 21 24.7% 48 23.2% 164 17.5% 

4冊     25 12.6% 20 11.5% 18 13.6% 29 20.9% 12 14.1% 24 11.6% 128 13.7% 

5冊     19 9.6% 22 12.6% 15 11.4% 7 5.0% 3 3.5% 9 4.3% 75 8.0% 

6冊以上   100 50.5% 80 46.0% 62 47.0% 67 48.2% 23 27.1% 82 39.6% 414 44.3% 

設問８ 読む本のジャンルは何ですか？ 

設問９ いつ本を読みますか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

登校前   7 6 3 9 2 6 33  

朝読の時間   186 159 120 132 76 186 859  

休み時間   35 61 35 47 21 50 249  

下校してから   46 44 27 40 16 55 228  

寝る前   48 52 25 46 14 61 246  

休日     87 62 44 62 29 94 378  

設問１０ 本を読めなかった理由はなんですか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

本を読むのが嫌い 2 1 4 3 2 4 16  

読みたい本がない 2 3 4 2 2 3 16  

何を読んでいいかわからない 2 2 1 1 2 8  

時 

間 

が 

な 

い 

スマホ 1 2 2 1 1 7  

勉強や塾 1 1 2 4  

習い事   2 1 3  

テレビ   1 1 1 3  

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

小説     158 139 106 100 56 164 723  

映画ドラマの原作 96 83 52 62 37 103 433  

ライトノベル   36 49 25 51 16 42 219  

アニメ関連の本 31 37 23 41 17 59 208  

スポーツの本 36 39 24 18 17 45 179  

歴史の本   27 29 20 7 6 27 116  

学習参考書   23 24 14 14 8 31 114  

ゲーム関連の本 13 20 10 12 6 20 81  

科学の本   7 14 7 5 4 10 47  

その他   10 11 3 8 3 5 40  
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パソコン   1 1 2  

部活動   0  

その他 1 1 1 3  

設問１１ 本を読むのが嫌いな理由はなんですか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

興味がない   1 1 2 2 1 3 10  

おもしろくない 2 1 1 1 1 1 7  

めんどくさい     1 2 1 1 5  

本が手元にない   0  

他     0 1 1 0 0 2  

設問１２ マンガや雑誌を読みますか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

はい     174 87.9% 151 86.8% 100 75.8% 121 87.1% 66 77.6% 179 86.5% 791 84.6% 

いいえ   24 12.1% 21 12.1% 32 24.2% 18 12.9% 19 22.4% 27 13.0% 141 15.1% 

設問１３ どのような本なら読みたいと思いますか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

おもしろい楽しい本   56  53  40  52  23  52  276 

読み応えある小説など   21  17  13  17  7  19  94 

魅力的な表紙イラスト   21  12  11  11  10  29  94 

映画ドラマの原作本   12  8  20  15  7  17  79 

趣味の本、雑誌   11  14  13  9  4  20  71 

マンガ・アニメ   11  11  13  13  6  13  67 

スポーツの本、雑誌   13  10  10  8  4  17  62 

知識の増える本   22  6  13  10  8     59 

読みやすい本（頁数・挿絵） 7  10  18  4  10  10  59 

アニメの小説版   15  9  2  7  6  9  48 

恋愛小説   12  9  5  10  3  9  48 

ミステリー小説   16  6  4  3     7  36 

ベストセラー本   5  3  5  4     15  32 

ライトノベル   1  3  5  8  1  4  22 

SFファンタジー   4  6  4  2  2     18 

好きな芸能人の本   2  3  1  4  1     11 

中高生が主役の小説   5  2           3  10 

ホラー小説   2  3     1  1  1  8 

学習に役立つ本   5     1     1     7 

ゲーム関連本 0  2  0  2  2  0  6 

ノンフィクション   1           1     2 

いままでにない本            1        1 
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問１４ どうしたら「本を読みたい」と思えるようになりますか。  

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

面白い本と出合えたら 27 23 18 22 7 37 134 

まず興味を持つ、読んでみる 22 12 23 11 15 7 90 

好きなジャンルの本から読む 9 16 20 22 4 10 81 

学校や図書館からの紹介 14 17 8 11 8 7 65 

本を読む時間をつくる 14 14 6 12 2 13 61 

読みやすい本から読む 10 6 8 5 7 15 51 

ポスター・POPで宣伝する 12 11 1 4 2 13 43 

図書館の本を増やす 8 10 3 9 2 7 39 

本を好きになれば読む 11 7 7 8 33 

友達からの紹介があれば読む 7 5 6 4 4 6 32 

マンガも読書に認める 3 2 5 2 4 3 19 

図書館に行く機会をつくる 6 5 7 18 

イベントやプレゼント   2 6 2 1 11 

身近に本を置く 4 1 1 4 10 

心を落ち着けるために   2 1 1 1 5 

試し読みの小冊子をつくる 1 2 3 

自分のためと思う 0 0 0 0 0 3 3 

ならない 2 0 1 0 0 0 3 

おススメ本アプリ開発   1 1 

感想文を書く   1 1 

朝読の日数を増やす 0 0 0 0 0 1 1 

図書館を使いやすく   1 1 

設問１５ インターネットにつながる機器（ｽﾏﾎ､ﾊﾟｿｺﾝ､ﾀﾌﾞﾚｯﾄなど）をお持ちですか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

はい     189 95.5% 166 95.4% 126 95.5% 129 92.8% 78 91.8% 194 93.7% 882 94.3% 

いいえ   9 4.5% 7 4.0% 6 4.5% 10 7.2% 7 8.2% 13 6.3% 52 5.6% 

設問１６ 設問１５の機器を使って行うことは何ですか。優先度の高いこと３つをお答えください。  

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

LINE（ﾗｲﾝ）   125 106 91 91 54 147 614  

YouTube（ﾕｰﾁｭｰﾌﾞ） 129 111 76 92 56 123 587  

ゲーム   84 75 64 62 40 84 409  

インターネット検索 65 45 50 53 32 81 326  

Instagram（ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ） 28 23 31 13 12 25 132  

Twitter（ﾂｲｯﾀｰ） 23 28 9 8 17 20 105 

TikTok（ﾃｲｯｸﾄｯｸ） 26 18 14 6 6 18 88  

学習     8 13 13 5 3 11 53  

電子書籍   10 6 2 4 5 10 37  
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映画・ドラマ   10 8 4 6 2 3 33  

アニメ     6 8 4 5 4 27  

ﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸ  ゙ 3 2 2 1 8  

その他   34 37 12 25 10 37 155  

設問１７ 設問１５の機器を一日でどれぐらい使いますか。 

回 答 大井中 福岡中 葦原中 花の木中 大井西中 大井東中 合 計 

30分   14 7.4% 11 6.6% 8 6.3% 4 3.1% 3 3.8% 20 10.3% 60 6.8% 

1時間     56 29.6% 30 18.1% 27 21.4% 35 27.1% 17 21.8% 41 21.1% 206 23.4% 

2時間     52 27.5% 53 31.9% 27 21.4% 30 23.3% 18 23.1% 69 35.6% 249 28.2% 

3時間     31 16.4% 33 19.9% 34 27.0% 21 16.3% 19 24.4% 33 17.0% 171 19.4% 

4時間     17 9.0% 13 7.8% 12 9.5% 14 10.9% 14 17.9% 16 8.2% 86 9.8% 

5時間以上   17 9.0% 25 15.1% 18 14.3% 22 17.1% 7 9.0% 14 7.2% 103 11.7% 
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３ 第三次ふじみ野市子ども読書活動推進計画策定委員会 

（１）策定委員会 

（２）策定委員会作業部会 

課（室・館） 名 職  名 氏  名 

教育総務課 副課長 篠澤 亮 （副部会長） 

学校教育課 指導主事 津野 孝志 

社会教育課 副課長兼係長 小林 久美 （部会長） 

大井中央公民館 係長 関口 正幸 

上福岡公民館 係長 中村 幸子 

上福岡西公民館 副主幹兼係長 村田 千秋 

経営戦略室 主査 鈴木 健悦 

子育て支援課 副課長兼係長 齊藤 隆之  

課（室・館） 名 職 名 氏 名 

教育委員会 教育部長 皆川 恒晴 （委員長） 

教育総務課 課長 上原 久和 

学校教育課 課長 星野 和久 

社会教育課 課長 岩崎 明央 （副委員長） 

大井中央公民館 主幹兼館長 内田 徳子 

上福岡公民館 館長兼係長 北澤 孝一 

上福岡西公民館 館長兼係長 森 和也 

経営戦略室 室長 武井 克裕 

子育て支援課 課長 大塚 昌利 
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４ ふじみ野市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱 

平成 19 年 7 月 27 日 

教育委員会訓令第15号 

(設置) 

第 1条 子どもの読書活動の推進に関する法律(平成 13年法律第 154 号)第 9条

第 2項の規定に基づき、ふじみ野市子ども読書活動推進計画(以下「読書活動推

進計画」という。)を策定するため、ふじみ野市子ども読書活動推進計画策定委

員会(以下「策定委員会」という。)を設置する。 

(所掌事務) 

第 2 条 策定委員会は、次に掲げる事務を所掌する。 

(1) 読書活動推進計画の策定に関すること。 

(2) 前号に掲げるもののほか、読書活動推進計画の策定に関し必要なこと。 

(組織) 

第 3 条 策定委員会の委員は、教育部長及び別表に掲げる課等の長をもってこ

れに充てる。 

(平 20 教委訓令 1・平 25 教委訓令 4・一部改正) 

(委員長及び副委員長) 

第 4 条 策定委員会に、委員長及び副委員長を置く。 

2 委員長は教育部長とし、副委員長は委員の互選によってこれを定める。 

3 委員長は、会務を総理し、策定委員会を代表する。 

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理

する。 

(平 20 教委訓令 1・平 25 教委訓令 4・一部改正) 

(作業部会) 

第 5 条 策定委員会に、読書活動推進計画の原案の調査及び検討をさせるため

作業部会を置く。 

2 作業部会の部会員は、別表に掲げる課等の副課長又は係長職(これらの相当

職を含む。)で所属長の指名する者をもって充てる。 

(平 20 教委訓令 1・平 24 教委訓令 4・一部改正) 

(部会長及び副部会長) 

第 6 条 作業部会に、部会長及び副部会長を置く。 

2 部会長及び副部会長は、部会員の互選によってこれを定める。 

3 部会長は、会務を総理し、部会を代表する。 

4 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その職務を代理

する。 

(会議) 
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第 7 条 策定委員会及び作業部会の会議は、必要に応じて委員長又は部会長が

招集し、会議の議長となる。 

2 策定委員会及び作業部会は、それぞれ委員又は部会員の過半数が出席しなけ

れば会議を開くことができない。 

3 策定委員会及び作業部会の会議は、出席した委員又は部会員の過半数で決し、

可否同数のときは、議長の決するところによる。 

(意見の聴取) 

第 8 条 策定委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求

め、その意見を聴くことができる。 

(庶務) 

第 9 条 委員会の庶務は、大井図書館において処理する。 

(平 27 教委訓令 9・全改) 

(その他) 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に必要な事項は、委

員長が委員会に諮って定める。 

附 則 

この訓令は、平成 19 年 7 月 27 日から施行する。 

附 則(平成 20 年教委訓令第 1号) 

この訓令は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 24 年教委訓令第 4号) 

この規則は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 25 年教委訓令第 4号) 

この訓令は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 27 年教委訓令第 6号) 

この訓令は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 27 年教委訓令第 9号) 

この訓令は、平成 27 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年教委訓令第 4号) 

この訓令は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

別表(第 3条、第 5条関係) 

(平 20 教委訓令 1・旧別表第 1・一部改正、平 24 教委訓令 4・平 27 教委訓令 6・

平 28 教委訓令 4・一部改正) 

教育総務課 

学校教育課 

社会教育課 

大井中央公民館 
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上福岡公民館 

上福岡西公民館 

経営戦略室 

子育て支援課 
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５ 第三次ふじみ野市子ども読書活動推進計画策定の経緯

年月日 経緯内容

平成３１年

 ２月６日

平成３０年度第３回ふじみ野市立図書館協議会会議

・計画策定について報告

４月１９日 平成３１年度第１回ふじみ野市立図書館協議会会議

・計画策定について報告

令和２年

２月７日

第１回 子ども読書活動推進計画策定委員会作業部会

・子ども読書活動推進計画の素案説明・検討

第１回 子ども読書活動推進計画策定委員会

・子ども読書活動推進計画の素案・検討

２月１３日 第２回 子ども読書活動推進計画策定委員会

・子ども読書活動推進計画の素案確認

２月１７日 令和元年度第４回ふじみ野市立図書館協議会会議

・素案を報告

２月１８日 令和２年第２回ふじみ野市教育委員会定例教育委員会議

・素案及びパブリック・コメント実施予定を報告

２月２２日

～３月２２日

パブリック・コメントを実施

３月２５日 第３回 子ども読書活動推進計画策定委員会

①パブリック・コメント結果報告

②計画案の協議・確認

３月２５日 図書館協議会委員長に報告・協議

３月２７日 令和２年第３回ふじみ野市教育委員会定例教育委員会議

①パブリック・コメントについて報告

②計画を議決
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６ 計画案に対する意見の募集（パブリック･コメント）結果 

（１）意見募集期間 

令和２年２月２２日～令和２年３月２２日 

（２）計画案の公表場所 

 市役所本庁舎情報公開コーナー、大井総合支所情報提供個人情報保護コー 

ナー、出張所、上福岡公民館、上福岡西公民館、大井中央公民館、上福岡図 

書館、大井図書館、上福岡歴史民俗資料館、大井総合体育館、上野台体育館、 

駒林体育館、市民交流プラザ（フクトピア）、産業文化センター 

（３）意見を出せる人 

〇市内に在住・在勤・在学している人 

〇市内に事務所・事業所を有する団体・法人 

（４）意見の提出方法 

 パブリック・コメント意見提出用紙に記入のうえ、計画案の公表場所に設置 

している意見提出箱へ提出、または郵送・ＦＡＸ・電子メールで大井図書館 

に送る。 

（５）意見の募集結果

提出者数 １名  提出件数 １件 

（６）意見提出方法の内訳 

郵便    ０名       ファクシミリ ０名   

電子メール ０名    直接書面による提出 １名 
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